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所信表明 

 

 

この度の堺市長選挙において、市民の皆様から信託をいただき、引

き続き堺市長としての重責を担うこととなりました。皆様のご期待に

お応えできるように、一層気を引き締めて市政に臨みます。 

 

本日は、今後の市政運営にかかる所信の一端を述べさせていただき

ます。 

 

これまでの 4 年間は、徹底した事業見直しによって皆様からお預か

りする大切な税金を時代の変化に応じて効果的・効率的な使い道とす

ることに努め、持続可能な財政運営への道筋をつけることができまし

た。 

また、3 年以上にも及ぶ新型コロナウイルス感染症や昨今の物価高

騰への対策をはじめ、直面する喫緊の課題に着実に取り組むと同時に、

デジタル化や DX 推進、情報発信の強化、女性活躍の推進、区役所の機

能強化など行政改革も実行してきました。 

さらに、堺の魅力や市内各地域の可能性を引き出す取組も次々と動

き始め、市民の皆様の暮らしを将来にわたってお支えするための「持

続可能な都市経営」に向けて大きく前進しています。 

 

堺市は市民の皆様のために、そして堺のために、安心・安全を守り、

積極的に挑戦し、過去に戻すことなく未来へと歩み続けます。 

 

今後の 4 年間に重点を置いて取り組む具体的な施策について、6 つ

の視点からご説明します。 

 

1 点目は「子どもが輝く堺」です。 

持続可能な都市経営を実現するためには、次の時代の堺を担う子ど

もたちが健やかに育ち、安心して子育てをしていただくことができる

環境が重要です。 

相談機会の充実や産後ケアの拡充、子育て中の方々の交流など、妊

娠・出産から子育て全般にわたってきめ細かにお支えします。 

また、ひとり親家庭への支援の充実や里親制度による家庭養育の推

進、子ども食堂への支援強化など、家庭環境や経済状況にかかわらず
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子どもが健やかに成長できる環境をめざします。 

さらに、堺市立の学校においては、1 期目で導入を決定し令和 7 年

度の開始を予定している全員喫食制の中学校給食の実施に向けて着

実に準備を進めます。 

安心して公立学校で学ぶことができる公教育の充実を進めるため

に学習の伸びや読解力を把握できる調査や PC 端末を積極的に活用す

ることなどにより総合的な学力の向上を図り、年々増加傾向にあるい

じめ・不登校の未然防止や早期解決に向けた対応の強化、特別支援教

育の充実をめざして教育委員会と市長部局が連携しながら取組を進

めます。子どもたちが学ぶ環境についても洋式トイレの効果的な設置

や体育館の空調設備の充実など改善に向けて行動します。 

 

2 点目は「安心して暮らし続けられる堺」です。 

市民の皆様がこれからも安心して暮らしていただくことができる

堺であるために、更に取組を強化します。 

5 類へと移行した新型コロナウイルス感染症は引き続き状況を注視

しながら、事態の変化に適切に対応できるように臨みます。 

ご高齢の皆様がより健康で長生きしていただけるように年齢に応

じた健康増進策や地域包括支援センターの更なる充実など効果的な

取組を進めます。 

また、障害のある方が住み慣れた地域で安心して暮らすことができ、

より生きがいを持って自立した生活を送ることができるように支援

します。 

南海トラフ巨大地震をはじめとする大規模災害や 6月 2日の大雨の

ように近年発生頻度が増している災害リスクから市民の皆様や市内

で過ごされる方々の命と暮らしを守るため、堺市総合防災センターの

効果的な活用や避難所の充実を図ります。さらに、防犯カメラや防犯

灯の戦略的設置など警察等と連携して治安の向上に取り組みます。 

併せて、住民の皆様の日々の安心・安全や地域のつながりに重要な

役割を担われている自治会活動をこれからも安心して行っていただ

くため、堺市としても連携を更に強化し、加入促進に向けたサポート

や ICT の活用による負担軽減など多面的に支援します。 

これまで力を入れてきた庁内のデジタル化やDX推進は更に強化し、

業務効率化を進め、役所へお越しいただかなくても簡単に手続きがで

きるオンライン申請や住民の皆様それぞれに適したサービスの提供、

効果的な情報発信など利便性や暮らしの質の向上を図ります。 
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3 点目は「歴史・文化の魅力あふれる堺」です。 

本市が有する日本中を見渡しても類いまれな歴史を最大限に活か

して、「歴史」のまち堺から「未来」を創る挑戦を更に進めます。 

1600 年の時を超えて守り続けられてきた世界遺産「百舌鳥・古市古

墳群」を次の世代にも確実に引き継ぐため、その価値や魅力を広く発

信し、保全に力を注ぎます。 

また、中世の時代に国際貿易都市として繁栄を極めた堺市として、

海外姉妹・友好都市やアセアン諸国等との子どもから大人までの市民

交流をはじめ、積極的に国際交流を進めます。 

堺は千利休が生まれた地でもあります。現代の日本人の精神性や美

意識にもつながる「茶の湯」文化を広め、堺の魅力を高めます。さら

に、市民の皆様の文化芸術活動やスポーツ参加がより広がるように応

援し、取組を強化します。 

そして、アフターコロナを見据えて国内外から堺に観光客を呼び込

むため大阪観光局等と連携し、地域の観光資源を磨き上げ、地域活性

化を図ります。 

設置から長い年月が経過している中央図書館や堺市博物館につい

ては、より機能的で魅力ある施設となるように整備に向けて検討しま

す。 

 

4 点目は「未来を拓く産業が育つ堺」です。 

地域経済の活性化に向けて、中小企業による製品・技術の高付加価

値化や新たな分野への進出、生産性向上のためのデジタル化・DX 推進

等を積極的に支援します。 

イノベーション創出を促すため、多様な主体との連携を更に強める

ことにより、起業家・研究者・学生等による共創を促進し、これから

の時代にも「ものの始まりなんでも堺」と呼ばれるように本市産業の

持続的な発展をめざします。 

堺が誇る伝統産業は、その素晴らしさや魅力を広く伝え、更なる発

展のためにブランド力の向上を図り、後継者の育成支援等により伝統

産業の継承も支援します。 

商店街については住民の皆様の買い物の利便性向上と生活環境の

充実、賑わいを創出する魅力的な商店街の形成に向けて効率的な事業

実施や環境整備等を支援します。 

地産地消の農業の推進に向けては、大阪府内でトップの農業産出額
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である本市の強みを活かし、農地保全や後継者育成等により堺産農産

物ブランドである「堺のめぐみ」の認知度向上や販路拡大に取り組み

ます。 

さらに、本市は府内自治体として唯一、国の「脱炭素先行地域」に

選定されています。多岐にわたる分野での公民連携による挑戦により

カーボンニュートラルを推進し、最先端の環境都市をめざします。 

 

5 点目は「将来にも夢と希望が持てる堺」です。 

市民の皆様はもちろん市外の方にとっても「住みたい」「働きたい」

「訪れたい」都市であるように、それぞれの地域の特性を活かした魅

力的な都市空間を創出します。 

具体的には、堺都心部やベイエリアをはじめ、産業支援機関や大学

等が集積することから「イノベーション創出拠点」と位置付ける中百

舌鳥エリア、「スマートシティ」を掲げて ICT 等の先端技術の活用に

よる地域の課題解決や暮らしの質の向上をめざす泉北ニュータウン

地域等における取組、さらには堺都心部の活性化や東西交通問題の改

善および市内周遊の促進を図る「SMI プロジェクト」を着実に進めま

す。 

また、古墳時代から現代の自転車産業に結び付く堺と自転車の奥深

い歴史や文化を活かし、新たな視点も取り入れながら「サイクルシテ

ィ堺」を推進します。 

今年 10 月には「G7 大阪・堺貿易大臣会合」が、2 年後には「2025 大

阪・関西万博」が開催されます。これらの絶好の機会に堺の魅力を国

内外に広く発信し、堺の都市魅力や都市ブランド力の向上をめざしま

す。さらに、子どもたちが国際感覚や広い視野を養い、将来の可能性

を広げることにもつなげます。 

 

6 点目は「未来を見据えた持続可能な堺」です。 

まずは依然として厳しい財政状況が続く中、市長自らが身を切る改

革により姿勢を示すため、市長の報酬を引き続き 30％削減し、退職手

当は受け取らないこととします。 

そして、これまでの 4 年間で道筋をつけた持続可能な財政運営を保

つため、「財政収支見通し」を今後も毎年更新し、将来世代に負担を先

送りしない市政運営を行います。 

また、地域に身近な区役所が住民の皆様に信頼され、各区の魅力や

可能性を発揮する取組を加速させるため、区役所の機能を更に強化し
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ます。 

堺の成長・発展のためには広い視野が欠かせません。広域自治体で

ある大阪府と引き続き強力に連携し、隣接する大阪市や南大阪の自治

体とも連携を深めることにより、効果的で効率的な市政運営を進めま

す。 

現在は、市長就任後に設置した「さかい・コネクテッド・デスク」

や「さかい SDGs 推進プラットフォーム」、「SENBOKU スマートシティコ

ンソーシアム」をはじめ、多くの民間事業者・団体の皆様にご協力い

ただきながら次々と新たな取組が生まれています。今後も更に連携を

進め、民間の力を活かすことによって効果的に事業を推進します。 

 

以上、今後の 4 年間に重点を置いて取り組む施策の一端をお伝えし

ました。 

 

社会情勢はめまぐるしく変化し、少子化に伴う人口減少が加速する

これからの時代は、挑戦なくして輝く堺の未来はないと考えています。

この先、本市を取り巻く環境は更に厳しさを増すことが予想されます

が、堺が持つ可能性を最大限に発揮することによって必ず道は拓ける

ものと信じています。 

 

市民の皆様がこれからも堺で安心して暮らし続けることができ、将

来にも夢と希望が持てる都市であるように、堺市長として引き続き全

身全霊を注ぎます。 

 

市議会議員の皆様ならびに市民の皆様におかれましては、ご理解と

ご協力をいただきますよう心よりお願い申し上げまして、2 期目にあ

たっての私の所信といたします。 
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